
本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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内 閣 府 だ よ り

お 知 ら せ①

沖縄歴史の散歩道  Vol.23

令和８年度 沖縄振興予算案　2,647 億円

「果報庭」・「食のいちゃりば展示商談会」in 沖縄コンベンションセンター

令和７年 12月に最低賃金が大幅引上げされました

県内事業者の賃上げをサポートします！

農林水産部で働く技術職（農業土木）の魅力

～沖縄の農業を支える農村インフラ整備のプロフェッショナル～

大学生が将来のために「財政」、「金融」について考える　～ in　琉球大学・沖縄国際大学～

おきなわ花と食のフェスティバル 2026が開催されました！

沖縄の冬の風物詩「ムーチー」について

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」の選定地区をご紹介します

中小企業活性化フォーラム　～経営危機を乗り越える、経営改善と事業再生への挑戦～

沖縄のくらしは、船に支えられている　～「海事教室」in 若狭小学校～

県内２団体、国土交通大臣が表彰「わった～バス党」、「伊江島観光バス」

将来の船員として活躍を期待！　～中高生を対象に就業体験・体験学習を実施～

黄川田大臣の沖縄訪問（令和８年１月 13日～ 14日）

すべての荷主事業者、物流事業者の皆さまへ　物流効率化法が改正されました！
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表
紙
写
真

　
表
紙
の
写
真
は
、読
谷
村
に
あ
る「
体
験

王
国
む
ら
咲
き
む
ら
」の
琉
球
ラ
ン
タ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
撮
影
し
ま
し
た
。（
令

和
７
年
12
月
28
日
撮
影
）

「
体
験
王
国
む
ら
咲
き
む
ら
」は
、琉
球
王

朝
期
の
街
並
み
を
再
現
し
た
場
所
で
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
琉
球
の
風
」の
撮
影

が
行
わ
れ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、闇
夜

に
赤
く
照
ら
さ
れ
た
提
灯
と
琉
球
王
朝
時

代
の
街
並
み
が
と
て
も
幻
想
的
で
、ど
こ

か
異
国
の
香
り
も
漂
っ
て
い
ま
し
た
。中
華

灯
提
や
和
紙
灯
籠
、青
森
ね
ぶ
た
職
人
が

作
っ
た
琉
球
妖
怪
な
ど
、展
示
も
多
彩
で
、

家
族
み
ん
な
で
普
段
と
は
違
っ
た
夜
の
散

歩
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。み
な

さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ一度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

開
発
建
設
部
北
部
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所

川
田
文
彦

March -Apr i l424号の

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　
４
年
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
き
た
「
沖

縄
歴
史
の
散
歩
道
」。
今
回
で
最
終
回
と
な

り
ま
す
。
沖
縄
の
史
跡
の
魅
力
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
巡
っ
て
き
た
場
所
の
な
か
で
特

に
個
人
的
に
印
象
が
残
っ
て
い
る
も
の
も

含
め
、
振
り
返
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
グ
ス
ク
。
一
般
的
に
「
城
」
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
墓
そ
の
も
の
で
あ
る
タ

カ
ラ
グ
ス
ク
、
神
話
の
聖
地
の
ミ
ン
ト
ン

グ
ス
ク
（
と
も
に
南
城
市
）
な
ど
様
々
な

形
態
が
あ
り
、
一
言
で
は
表
せ
な
い
複
雑

な
様
相
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
見
事
な
石
造
技
術
の
城
壁
も

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。
座
喜
味
グ
ス
ク

（
読
谷
村
）
は
15
世
紀
当
時
の
日
本
列
島
で

は
最
も
完
成
さ
れ
た
城
郭
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
ま
た
丘
陵
を
這
う
よ
う
に
城
壁
が

伸
び
る
糸
数
グ
ス
ク
（
南
城
市
）
は
沖
縄

版
万
里
の
長
城
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
知
ら
れ
ざ
る
史
跡
と
い
え
ば
石
碑
群
が

あ
り
ま
す
。
魔
除
け
の
「
石
敢
當
」
が
有

名
で
す
が
、
梵
字
碑
も
ま
た
各
地
に
点
在

し
て
い
ま
す
。
読
谷
村
渡
具
知
の
梵
字
碑

や
、
珍
し
い
も
の
で
は
梵
字
と
石
敢
當
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
豊
見
城
の
泰
山
石
敢
當

も
あ
り
ま
す
。
浦
添
市
経
塚
の
地
名
の
由

来
に
な
っ
た
金
剛
嶺
碑
、
国
頭
村
奥
間
の

金
剛
山
碑
と
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
な
ど
も
、

意
外
と
沖
縄
で
仏
教
が
受
容
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
事
例
で
す
。

　
沖
縄
の
お
墓
と
い
え
ば
亀
甲
墓
や
破
風

墓
が
一
般
的
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
タ
イ

プ
も
存
在
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
と
こ

ろ
で
す
。
宜
野
座
村
の
漢
那
ウ
ェ
ー
ヌ
ア

タ
イ
遺
跡
の
木
製
家
型
墓
は
14
世
紀
頃
の

も
の
で
お
そ
ら
く
県
内
で
現
存
す
る
最
古

の
木
造
建
築
物
で
す
。
今
帰
仁
村
の
百
按

司
墓
も
同
様
で
す
が
、
木
造
の
家
屋
の
中

に
遺
骨
を
安
置
す
る
古
琉
球
時
代
の
ス
タ

イ
ル
で
、
史
跡
と
し
て
の
知
名
度
は
な
い

で
す
が
、
一
見
の
価
値
は
あ
り
ま
す
。

　
琉
球
時
代
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
遺
産

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
沖
縄
戦
で
も
残
っ
た

戦
前
の
建
築
物
も
魅
力
的
で
す
。
大
宜
味

村
役
場
の
旧
庁
舎
は
１
９
２
５
年
の
最
古

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
、
レ
ト
ロ
な
景

観
を
残
し
て
い
ま
す
。
１
９
１
９
年
築
の

仲
尾
ト
ン
ネ
ル
（
名
護
市
）、
１
９
２
４
年

築
の
運
天
ト
ン
ネ
ル
（
今
帰
仁
村
）
な
ど
、

古
い
ト
ン
ネ
ル
巡
り
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
沖
縄
に
は
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
歴
史
の
場
所
が
眠
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
各
地
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

そ
の
魅
力
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ま
で
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆沖縄史跡の魅力
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

糸数グスク（南城市）

座喜味グスク（読谷村）座喜味グスク（読谷村）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、
2018年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房
新社、2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、
2015年）など。NHKドラマ「テンペスト」時代考
証や、NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも
活躍。
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漢那ウェーヌアタイ遺跡の家型墓（宜野座村）

大宜味村役場　旧庁舎（大宜味村提供）

運天トンネル（今帰仁村）

百按司墓（今帰仁村）

  泰山石敢當
（豊見城市）

渡具知の梵字碑  
（読谷村）
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